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　 ビ タ ミン Bt2 含有飼料に っ い て

　　
「HESTER ．　A ：S．　 and 　WARD ，

　GE ．：亘血d。　Eng ．

　　Chem ．461238 （1954）

　本 報 告 は ビ タ ミ ン Blb （以 下B12 ）含有飼料製逍 に 關

す る米 園 の 現 況 を解説 し て い る．米 國 で は 現在10數 祗

に よ bBt2が生 産 され て お り， B12單獨の 製 造 の 場合 と

抗 生 物 質 の 副 産 の 場 合 とが あ る．使用 薦 種 は放線菌 ，

細菌 で ， Sewage　s｝udge よ b の B12製逍 も工 業 化 試驗

が 行 わ れ て い る．

　Davve，s　Lrboratories ，
　lnc．に 於け る StrePtomyces

olivaceus を用 い た B12含有飼料製 造 工 場操作を詳蓮

し て い るが （5200 ガ ロ ン タ ン ク 使用）， 基本 培地 とし て

は Distillers　 sol 　ub1 　e．s　4．0％ ，
　Dext τ ose 　O．5−−1．0％，

CaCOs 　O．5 ％，　 CoCl2 ・6H201 ．5〜 1．O　ppm カ；
用い ら

れ ， Broth 中 の B ：s 生 産量 は 大 體 1．Ony2．Omcg ！ml で

あ る．醸酵 絡了液 （固形物 3 ％ ） は 眞空濃 縮 し て 固 形

物 15− 20％の シ ラ ッ プ とな し ， 次 に 2 重 円筒型 乾燥 機

に て 水 分 約5 ％遖乾燥する。粉 碎 され た製品は ボ ン ド

あた りBls　10−”30mg 含有す る外種 々 の 榮養物 （蛋 白

質約35％，ナ イ ア シ ン
，

パ ン トテ ン 酸，ビ リ ドキ シ ン
，

チ ア ミ ン ， リ ボ フ ラ ビ ン ） を含有 す る．そ の 他 賓 驗室

的 な間題 ， 飼料 の 將來性 に つ い て も論 じτ い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芝崎）

　T7eoeldln ● A の 構造

　　PALADINT ，
　A　and 　CRAIG ，　L ．C ．：J．A ．C．S．．

　
』『76

，

1688
　（1954）

　CRAIG ’
等
「
（J．A ．C．S．，74，

4019 （195Z）） は B ．　 brevis

の 生 産 す る航 菌性 ボ リ ペ プ チ ツ ド TYrocidine の 純化

並 に その 性質を研 究 し て い るが t こ tS で は その 中 の 1

成 分 た る Tyrocidine　A の 構 造を決定 し た．皀卩ち

Tyrociqine 　A 中 の ア ミ ノ 酸 の 配列を決定す る爲 に部

分 的 加 水 分解 を行 い ，生 球物を Countercurrent　di−

stributien
，
　Ion　 exchange ，

　Paper　chromatography

に 俵 b匿分 し た．各區 分 よ b多 くの ペ プチ ツ ドが 單離

せ られ ． その ア ミ ノ 酸酣列 が 決定 され Tyrocidine 　A

の 構 遒 式 とし て 次 式 が提案 され て い る．
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　フ ラ シ ン に よ る動 物組織 の ク エ ン 饑 生成の 阻 害

　　PAuLE ，
　MR

，
　 et 　 al ： J．　B三〇L　Chem

り
206，

　　491〈1954）

　既 に フ ラ シ ン は動物組 織 で の 焦 1生ブ ド尸酸 の 酸化反

應 を阻 害す る こ とが 認 め られ て い る が ， 筆者等は 同 じ

く勸 物組 織 を用 い ．そ の ク エ ン 酸生 成 反應 に 對す る影

響 を檢討 し て い る．

　無酸 素的條件下 で tes 二is　tissae に 於 け る オ キ ザ 冖

ル 酷酸 （OAA ） よ b ク x ン 酸 の 生 成 に i對し種 々 の ナ イ

ト ロ フ ラ ン ，SH 阻害劑 ， 抗 生 物質 ， 芳香族 ナ イ ト P

化 合 物 の 彰響を比較 し た．その 結果 7 ラ シ ン 等 の ナ イ

ト ロ フ ラ ン は0．05− O．1mg11 の 低濃度 で 特異的 に 阻 害

し且つ こ の 阻害作用は 可邂的で あ る こ とを認 め た．

　鄭 こ 7 ラ シ ン 等の ナ イ ト ロ フ ラ ン は次 に 示 す（A ）の

反應を阻 害す るが （B ）の 反 應 並 に Acetyl　CoA よ リ

ス ル フ ア 昌 ル ア ミ ド或 は OAA えの ア セ チ ル 基 轉 移は

阻 害 さ れ ない こ とが 示 された．

　以 上 の 諸結果 よ リフ ラ シ ン は 魚 性 ブ ド 尸酸 よ b

Acetyl　CoA の 無酸 素的 生 成 に 勢 し阻害作用を示 す と

結 論 し て い る．

　（A ）　Pyruvate＋ CoA ＋ DPNZAcetyl 　CoA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十 DPNH 十 CO2

（B ）　Acetate 十C 〕A 十ATP こ Acetyl 　CoA

　　　　　　　　　　十 AMT 十 Pyrophosphate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （芝崎）
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